６．夢の大波

シュルレアリスムの開幕　1924-1929年
森村ゼミナール・仮レジュメ　2003/04/16

宮本充（3年）・村石実羽（3年）・荒川木綿子（4年）


《要約》

１．パリ・ダダからシュルレアリスムへ

■はじまり

［時代］…社会に第一次大戦の暗い影を落とす中、ヨーロッパ大国による植民地政策とナショナリズムの運動が高まる時期。

［シュルレアリストたちの動き］…アンドレ・ブルトン、アラゴン、フィリップ・スーポー、ポール・エリュアールたちは生の非合理的側面の諸権利を獲得して、シュルレアリスムを一つの生き方としていくための運動ないし行動を起こしていた。（＝一種の集団感覚をもつ「運動」←→ダダ：個人主義的なもの）

・1924年10月　ブルトン『シュルレアリスム宣言』

→シュルレアリスム運動の公式な告示。

・1924年12月　雑誌『シュルレアリスム革命』の発行

共同執筆文書『死骸』におけるビラの発行

→ブルトン、アラゴンなどはアナトール・フランスと呼ばれる「左翼的政治観と気取った文学的スタイルを用いる作家」たちを伝統主義、写実主義として攻撃した。

＊しかし集団といっても実際に一貫した合意があったどうかはわからない。

■『シュルレアリスム宣言』

［シュルレアリスムの定義］

①男性名詞。理性によって統制されない心の純粋なオートマティスム（意識のコントロールの放棄）に基づき、思考の実際上の働きを表現しようとすること。

②夢の全能性に信頼を置く考え方（夢と現実という、外見的に相容れない二つの状態が、一種の絶対的現実、いってよければ一種の超現実の中へと、いつか将来解消されていく。）

［効果］

・ダダから分離することに役立った理論的、歴史的背景を整理している。

・シュルレアリスムの理論的有効性の確保（今までは理論的根拠があやふやだった）

［特色］…詩と精神分析の方法に大きく影響されている。ブルトンは無意識における「驚異（不思議）」と呼ぶものを求めている。

→「きっぱりいいきろう、驚異は常に美しい、どのような驚異も美しい、それどころか驚異のほかに美しいものはない」（byブルトン）

■シュルレアリスムにおける精神状態とは？

…たとえば、分け隔てのない幼年期の幻想や狂人の精神（←→合理主義的）

［シュルレアリスト］…社会的に許容された基準の枠外で生きる人々の文章やデッサンに価値を認める。つまり創造者たちがオブジェに注ぎ込む魔術の効力＝「驚異」を認める。

［ブルトン］…様々な人から影響を受け、最後にはシュルレアリスムの詩法にとって重要な、直喩とはちがう接近併置のあり方（＝接近する二つの現実の関係が遠く、しかも適切であればあるほどイメージはいっそう強まる）（＝驚異）をとらえた。

（Ex：『イジドール・デユカスの謎』、『セレベス』＝無意識の解放。『二人の子が一羽のナイチンゲールにおどろかされる』＝心をかき乱すような無抵抗の対象のイメージを付け加える。）

（Ex：マンク・ルイスのゴシック小説、エドガー・アラン・ポーの恐怖小説）

＊しかし、スーポーのトランス状態への懐疑や、アラゴン、エリュアールによるオートマティスムに疑問を抱いていたことから、この『宣言』においてグループの内部に一貫した合意があったかどうかは謎。

■シュルレアリスムにおけるもう一つの定義

…シュルレアリスムにおいては先の定義、夢同様「客観的偶然」が決定的要素となる。（アラゴン著『夢の大波』）

→「偶然」＝創造的な潜在能力、への意図的なアプローチがシュルレアリスムの遊戯の一端をしめる。（Ex：ロートレアモンの著作が良い例）

［コンシクエンス・ゲーム］…参加者が文章の構成要素をかわるがわるに書き、前のメンバーが書いたものを見えないようにしてつなげていく。
（Ex：甘美な、死骸が、新しい、葡萄酒を、飲むだろう）
［効果］

・想像力の貴重な埋蔵物を掘り起こしつつ故意と偶然を結びつける

・個人性をあやふやにする。

→どんな芸術家の作品よりも、シュルレアリスムの反・美学を表す効果。

２．シュルレアリスムと視覚芸術
■視覚芸術との関係

［初期のシュルレアリスム］…詩的、哲学的傾向が強く、視覚的芸術への言及が少ない。

→シュルレアリスムの芸術作品はスタイルによってではなく、解き放たれた想像力こそによって制度化されている絵画のジャンルを逃れ、無意識的なものに根をおろす新しいイメージの表現へと向かっている。（シュルレアリストたちは、ピカソに特権的な位置を与える。＝絵画とシュルレアリスムの関係がぎこちないことを示す。）

［『シュルレアリスム宣言』における絵画的要素］

→唯一の重要表現が脚注に追いやられている。

＊シュルレアリスムの視覚面での独自性を育てるため、ピカソ、デュシャン、ピカビア，デ・キリコ、クレーの5人の先駆者たちの、商業主義や個人的名声に対する軽蔑的態度は、シュルレアリストたちに模範的なものとしてみなされた。
■シュルレアリスム視覚芸術の表現者たち
ピカソ

シュルレアリスムがもっとも期待をかけていた人物。立体主義的フォルムと古典主義的フォルムを同時並行させる彼の実験的作品は、当惑を誘うものであった。アンドレ・ブルトンは彼の初期におけるキュビズム絵画にシュルレアリスムを予告するものを読みとった。ピカソはブルトンの詩集『地の光』（1923年）に口絵としてブルトンの肖像画を描いた。
デ・キリコ

1924年までシュルレアリストたちとの直接交流はほとんどない。しかし、1922年3月にポール・ギヨームにより、デ・キリコ展がひらかれる。彼の『子どもの脳』はブルトンや、イヴ・タンギーに決定的な効果を及ぼす。ブルトンはキャンバスを買い入れ、『文学』誌に掲載した。デ・キリコのシュルレアリスムへの影響は、ロートレアモン、フロイトと同じくらい強大なものであった。それは、彼の表現は夢によってよびおこされたものと解釈されたためであるが、実際、理論上には相違がある。

パウル・クレー
クレーの重要性はチューリヒでもケルンでも認められていたが、作品は個人的なものにとどまっていた。彼はシュルレアリスムに共感をもってはいたが、最後までそれとは離れたところにいる存在であった。
マン・レイ
彼の写真は、現実の出来事に立脚してもいるが、それを彼は、「驚異」と結び付けていた。また彼はフロイト的観点のもと、「理性への回帰」のような、作品にみられるような、エロティックなものの探索も続ける。革新的な裸体写真として、イメージの美的特性と、女性の肉体の形状や、多様性とのあいだのバランスを探るものに取り組む。そういった作品は、女性の肉体の「オブジェ化」についての根本的な問題を引き起こしている。弁護のために彼の助手が「ソラリゼーション」と呼ばれる方法を生み出す。
→オートマティスムの探索を通じて、シュルレアリストたちはそれぞれの手段を求め、無意識への道をひらこうとした。
マックス・エルンスト
フロッタージュ、グラッタージュの発明
アンドレ・マッソン
1924年、カーンワイラーのシモン画廊でマッソンの初個展の開催。ブルトンが『四元素』を購入。言語と意味をめぐる実験への道をひらき、シュルレアリスム革命第3号『語彙集』などが生まれる。『シュルレアリスム革命』第1号から彼のデッサンが掲載される。意識的判断を最小限に。急速な連続作業とトランスに似た忘我鏡のなかから作品はうみだされた。
ジョアン・ミロ
キュビズム通過後、細部に奇妙な力のこもる写実的表現へと移行。

キュビズムへの攻撃的な意見→「あいつらのギターをぶちこわしてやりたいよ」
記号、極端な簡潔さ、薄く塗り広げた色彩の上に、微妙な記号達を配置。
イヴ・タンギー
正式に絵画教育を受けたことがない。ジョアン・ミロから大きなインパクトを受ける。同様にキリコの空間的な仕掛けから多くを得ている。
→ミロもタンギーもシュルレアリスムのオートマティスムのなかに刺激的なものを見いだし、しばしば心をかき乱すような、それとも夢を思わせるような性格をもつ個人的なイメージ世界を解き放った。

■反論する者たち
マックス・モリーズ
『魅せられた眼』（『シュルレアリスム革命』第1号）でシュルレアリスム絵画否定。マン・レイの写真はともかく、デ・キリコやエルンストの絵は記憶の介入があるのではないか。絵画を描く時に必要とされる時間と抑制は、オートマティスムの条件とは相容れない、等と指摘。
ナヴィル
モリーズよりもはるかに攻撃的なエッセー、『美術』（『シュルレアリスム革命』台3号）を発表する。

→「シュルレアリスム絵画が存在しないことは、今や誰知らぬ者のない事実である。共産的、共同体なる集団実験を目指すべきである。（＝個人主義的なものへの批判）」
＊これによりブルトンが『シュルレアリスム革命』第4号からの指揮権をにぎり、視覚的シュルレアリスムの可能性に向けて、『シュルレアリスムと絵画』と題する連載エッセーを始める。
３．政治と芸術をめぐる議論（シュルレアリスム絵画は存在するのか？）

■ブルトンの擁護論

［『シュルレアリスムと絵画』］…視覚上のシュルレアリスムの擁護に重点を置く。

（ピカソ、デ・キリコ、マッソンの絵画の例を挙げるなどして）

→「眼は野生の状態で存在する」（直接的感覚の知覚）←→「オートマティム」（知的解釈）＊非常に矛盾しており、ブルトン自身曖昧なままに終わっている。

［展覧会の開催］…シュルレアリスム絵画の存在を明示しようとしている。

・1925年6月　ミロの初個展inパリ

→自由な画法はオートマティック。

・同年11月　シュルレアリスム絵画展

→シュルレアリスム絵画の存在を表明。

・1926年3月　エルンスト展

→フロッタージュ実験の成功。しかし彼は、シュルレアリスム運動においていささか不安定な存在であった。（バレエ装置のデザインを手がけたため→ブルジョワ商業主義的）

・1926年3月　シュルレアリスム画廊開設第一回展

→非西欧芸術の魅惑…絵画と非西洋の民芸品（西洋合理主義の枠外にある資源）との融合。（これは、馴染みが薄く、商品化されていない。短命であるため、はかない精神世界を表している。）

［『シュルレアリスム革命』第9・10月号］…フロッタージュ・グラッタージュの使用による、幻覚的起源と効果の強調。（Ex：ミロの実験、マッソンの砂絵）

→絵画をますますオートマティックへ前進させた。

→のちに表れる30－40年代の流体的オートマティスム（ex．ポロック）への先駆。

＊しかしモリーズは、「手法自体はオートマティックではなく、絵画からの解放である＝絵画ではない」としてブルトンに反論。

■共同体と個人

…この運動の内部で、シュルレアリスムにおける視覚上の論争が起きたように、シュルレアリスムの政治的位置についても同じような激しい議論が巻き起こる。

→共同体に参加することの可能性（＝個人的活動がどうあるべきなのか。）

…理想主義的な共産党員が、個人に走るシュルレアリスムに不信を感じる。しかし、1925年中ごろの「リフ戦争」において、シュルレアリストたちが共同署名をしたことは、政治的立場をとったことを証明し、次第に政治的協力行動をとるようになった。

→精神の革命が政治的改革と平行すれば、シュルレアリストたちの知的・詩的実験もまた適応可能だと考えた。

…しかし一方で、「われわれはユートピア主義者ではない。…革命の観念こそは個人にとっての最良の、そしてもっとも有効な防御である。」として、個人活動の可能性も唱えた。

→彼らの活動は、政治的理論に従属させられたが、個人的探求も放棄できなかった。

（共同体と個人との葛藤）

→共産党を満足させなかった。（政治的参加を求めるナヴィルによるアルトー、ロジェ、スーポーの除名。）

■その後の議論展開

・ナヴィル『革命と知識人（シュルレアリストたちは何をなしうるか）』（1926年）

…精神の解放は政治的等価を前提としているか（マルクス主義的・集団的）、それともブルジョワ条件の廃止（アナーキー・個人的）が必要なのか。

→シュルレアリストたちは「鳥と卵」のような状態と指摘。

・ブルトン『正当防衛』（1926年9月）

…たとえマルクス主義的であろうと、内的実験を行なうにあたって、外部の規制はあってはいけない。

→「シュルレアリスムの独立」を主張。

・『白日のもとに』（1927年）

…共産党に加わることは、困難を取り除くための解決法であったことを声明。（ブルトン、アラゴン、エリュアール、ペレ、ピエール・ユニク）

· その後も、彼らは白熱した論争を繰り広げる。この政治と芸術をめぐる論議は、時には分裂の起因になったが、シュルレアリスムの位置を明確化する役割を果たしたのだった。
■ベルギーのシュルレアリスム

…1926年ブリュッセルで発足

［特徴］

・政治家ではなく、一般大衆であったため、詩的活動と政治的活動との間にさほど問題が生じなかった。

・オートマティスムやトランス状態にさほど彼らの興味を持っていなかった。

ルネ・マグリット

大衆娯楽作品を多用し、逆説的なイメージの世界と、存在や現実の本性についての問いを提起するものが多かった。（そのため、パリではなかなか受け入れられることがなかった。）

→「ある対象はけっしてそれの名前、あるいはそれの画像と同じように機能することはない。」（Ex：『これはパイプではない』の画像と文字の共存など。）

《考察》
シュルレアリスム絵画は存在するか。
シュルレアリスムの視覚芸術は、オートマティスムや夢の記述とは異なる視点から、「超現実」を表現しようとした。たとえばマン・レイのソラリゼーションや、エルンストの発明したフロッタージュ、グラッタージュなど。これらの造形芸術は、その技法が非合理的で偶発的であるため、シュルレアリスムの芸術であることが非常に明瞭である。しかし、同じ芸術でも、デ・キリコや、ピカソ、ダリ（時にはエルンストやミロの作品も）らの絵画は、絵画を描く行為と手段は意識的で、そして完成されたものは意図的で、シュルレアリスムのオートマティスムや偶然性の意に反している。（もちろん画家たちは、彼らの創作活動において、シュルレアリスムを意識はせず、むしろブルトンらのシュルレアリストたちによって、のちのち運動に巻き込まされていったものであるから当然なのかも知れないが…。）
　そしてまた、シュルレアリスムにおいて、絵画の存在が問われるのは、かつて存在したような宗教画、自然主義、象徴主義、立体主義のような、流派が存在しないためであろう。絵画を描く上でのタッチや技法、要素などの共通法則は、一貫して読みとることができないのである。
　以上の二点において、シュルレアリスムの絵画は存在しないと言えたのではないだろうか。あくまでも、「シュルレアリスムの絵画」ではなく、「シュルレアリスムな絵画」として、モリーズやナヴィルは「絵画の不在」を主張したのだ。
　では画家たちの行為とは何だろうか。そして絵画に描かれていたものは何だったのだろうか。わたしたちが絵画に見ることのできるものは、ただ、イメージの世界だけである。つまり画家たちは、彼らを取り巻く世界の間に、微妙なバランスを保ちつつ、超現実的な世界を探り出そうとしていたにすぎないのだ。それは、エルンストの『セレベス』であれば、首のない人体や空を飛ぶ魚の混在ように、夢のようなものであった。それをわれわれは、頭の中で喚起させ、超現実の世界を夢想するのだ。シュルレアリストたちは、画家たちのこのイメージの様々な変容と連想を与えていく点に惹かれた。しかし、そのイメージの構築こそ、絵画が絵画たらしめる空間であり、超現実の存在する場所ではないか。つまり、シュルレアリスムとして描かれた絵画はないけれど、わたしたちが媒体することで、絵画との間にイメージが生まれ、そのイメージこそがシュルレアリスム絵画を支えるもので、不可欠な要素であると思う。だからこそ、ひとえにシュルレアリスムにおいて絵画は存在していなかったと否定はできないと考えたいのである。
　われわれが日常的に見ている、あるいは見ていると思っている世界は一体何なのか。そして、見えるもの（可視）と見えないもの（不可視）は、何なのだろうか。この不可視なものを表現すること、内的現実を顕在させることは、シュルレアリストたちにとっての野望であった。そしてその精神によって、常に社会改革の可能性を信じていたのだ。そのため、彼らのもっとも目指していたものは、単なる無意識の解放などではなく、精神を解放することで露わになった人間の本質を、エネルギーを、放出させ、社会改革に向けることであった。けれども結果的に、このシュルレアリスム運動は革命には繋がらず、失敗に終わってしまったようだ。それは、オートマティスムの手段や方法が、非常に個人的で、実のところ関心は、人間の内面に向けられていたためではないだろうか。つまり、この人間というもっとも身近で、もっとも不可解な存在の本性を明らかにしようとしていた探求心が非常に強かったのである。そしてこのシュルレアリスムにおける人間自身への興味の深まりは、20世紀という人間への知的関心の時代であることをよく反映しているように思う。
《疑問点》
· シュルレアリストたちのいうオートマティスムは、本当に一切の意識のコントロールも含まれてないのだろうか。

· ブルトンの主張するように、シュルレアリスム絵画は存在したのか。あるいは、ナヴィルやモリーズの言うように、写真や映画にはオートマティスムの条件が本当にあったのか。

· なぜシュルレアリスム運動は、フランス共産党と共に活動を進めるしか手段がなかったのか。ブルトンは、「芸術のための芸術」を信じていたが、もはや芸術は政治と連動しなくては存在することができないと疑ったためか。そうであれば、政治の「何」が、芸術を成り立たせるのだろうか。
《用語解説》
ダダイズム
１９１６年、フーゴー・バルとヒュルゼンベックによって名付けられた芸術運動の一つ。その精神はもっぱら何かを皮肉、否定することで、伝統的な概念を破壊したり合理主義や物質主義を否定しシュルレアリスムの先駆けとなるものであった。しかしシュルレアリスムと異なる点は、シュルレアリスムではその基本概念となるオートマティスムや偶然性を一連の規則や原理にまとめていくのに対して、ダダではこの概念はただ単に大衆をゆさぶり、伝統や合理を破壊しようとする行為の一部でしかないということだ。ダダの破壊精神にゆえに、ダダは最後には自らをも破壊してしまう。
コラージュ（collage）
ダダの時代から試みられ、シュルレアリスムの時期におおいに実践された絵画制作上の一技法。新聞紙、雑誌などの多様な質と色彩をもった紙などを切って、作者の思うイマージュにつなぎ、貼り付けていく方法。
フロッタージュ（frottage）
動詞Frotter（こする、摩擦する）に由来し、エルンストが1925年に発明した技法。洗いざらしの木目を浮かせた板張りの床に紙を当て、軟らかい鉛筆で上からなぞり、イマージュを浮き出させる方法。
デカルコマニー（decalcomagnie）
絵の具やインクを貼った紙に、新しい紙を当て、はぎ取る際に出現する模様を固定したもの。岩石や水底などのイメージの喚起に成功した。
グラッタージュ
フランセスの考案した、引っ掻きキズを用いる技法。
フマージュ（fumage）
ろうそくの炎から出る煤煙を紙や画布に定着させる技法。パーレンが用いた。
デポ
沈殿物の形を固定するもの。
